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私がフィギュアスケートと出会ったのは

5歳のころ。その日はスキーに行く予定で

したが、予定を変更して両親がスケートに

連れて行ってくれました。リンクの上でス

ピンをする女の子のヒラヒラと揺れるスカー

トがとても衝撃的で「私もあれがしたい！」

と思ったのが私のスケート人生の始まりで

す。私は、小学生のころの1998年長野オ

リンピック開催決定で「夢」をもらった一人

です。その決定会見を見ていて、日本でオ

リンピックが開催されるのなら、ぜひ、私

も出たいという漠然とした大きな夢をそこ

で持ちました。そこからジュニア、シニア

と競技を続け、初めてシニアのカテゴリー

に出場するようになった1997年、全日本で

優勝し、長野オリンピックに出場する権利

を獲得しました。それまでに世界選手権な

どの出場経験がなく、初めての世界規模の

大会がオリンピックでした。目の前のこと

をこなすのが精いっぱいで、本番にたどり

着くのがやっとだったというのが率直な思

いです。長野オリンピックで印象的だった

のは、たくさんの方々がオリンピックにか

かわっているということ。それを肌で感じ

ることができました。メディア、運営をされ

る方、ボランティア、応援してくださる方々、

そして選手。本当にたくさんの方々がかか

わる大きなイベントが日本で開催され、そ

のイベントに選手として参加できたことは、

今も私の心の中で大事な思い出です。

地元でオリンピック・パラリンピックが

開かれれば、子どもたちに夢を与え、未来

への流れを育むこともできます。心の復興

をテーマに掲げた東京オリンピック・パラリ

ンピック招致。未曽有の震災から2年が過

ぎましたが、本当に復興と呼ばれる日がく

るまでは大変時間がかかることでしょう。

もし日本での開催が決まり、たくさんの

方々が外国から来てくださることができた

ら、日本が震災以降どれだけ力強く歩んで

きたのかを知っていただくチャンスにもな

ると思いますし、開催決定を機にもっと復

興に近づいていくのではないでしょうか。

また、オリンピック・パラリンピックに夢

を抱く子どもたちも増えるでしょう。未来

を担う子どもたちにとって日本で開催され

る意義はとても大きいものになるに違いあ

りません。

私がオリンピックに参加し感じてきたこと

は、オリンピックは世界中のさまざまな方々

の思いをつなぎ、そこにはたくさんの出会い

があり、そこからまた新たな夢、道へとつな

がっていく場であるということです。それが

オリンピックの醍醐味、良さだと思います。

ぜひ、日本でオリンピック・パラリンピック

を開催する機会を得て、たくさんの方々のこ

れからの夢と希望につながることを心より

願っています。
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